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Ⅰ【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

 

本日付で有価証券報告書を提出致しましたので、平成26年10月15日に届出済みの有価証券届出書（以

下「原届出書」といいます。）の関係情報を更新するため、また、記載事項の一部に訂正事項があり

ますのでこれを訂正するため、提出するものです。

 

Ⅱ【訂正の内容】

 

＜訂正前＞および＜訂正後＞に記載している下線部＿は訂正部分を示し、原届出書の更新後の内容を

記載する場合は＜更新後＞とし、原届出書に追加される内容を記載する場合は＜追加＞とします。

 

 
第二部【ファンド情報】

第１【ファンドの状況】

１【ファンドの性格】

（１）【ファンドの目的及び基本的性格】

［ファンドの目的・特色］

＜更新後＞

（略）
■ファンドの特色
＜投資方針＞
（略）

＜Ｓ＆Ｐ 企業グループ指数-三菱系企業群-＞

Ｓ＆Ｐ 企業グループ指数-三菱系企業群-とは、わが国の金融商品取引所に上場している株式のう

ち、一般に三菱グループに属すると認識されている企業で構成されている株価指数です。

構成銘柄は、浮動株修正時価総額や流動性等のスクリーニングを経た銘柄群の中から、三菱広報

委員会の会員状況等を踏まえ、スタンダード＆プアーズ指数委員会が選定します。

2001年（平成13年）４月２日（終値）の時価総額を100として指数化しており、Ｓ＆Ｐ ダウ・ジョーンズ・

インデックスが算出・公表しています。
（注）

算出対象銘柄数の増減や増資など市況変動によらない時価総額の増減が発生する場合は、その

連続性を維持するため、基準時の時価総額を修正します。

 

（注）算出方法：算出時の時価総額÷基準時の時価総額×100
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＜上場投信の仕組み＞
（略）

 

（３）【ファンドの仕組み】

③委託会社の概況

＜更新後＞

・資本金

2,000百万円（平成27年１月末現在）

（略）

・大株主の状況（平成27年１月末現在）

（略）

 

２【投資方針】
（５）【投資制限】
＜更新後＞

（略）

⑩デリバティブ取引等

デリバティブ取引等（金融商品取引業等に関する内閣府令第130条第１項第８号に定めるデリバ

ティブ取引をいう。）については、金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標

に係る変動その他の理由により発生し得る危険に対応する額として、一般社団法人投資信託協会

規則に定める合理的な方法により算出した額が信託財産の純資産総額を超えないこととします。

＜その他法令等に定められた投資制限＞
・同一の法人の発行する株式への投資制限

委託会社は、同一の法人の発行する株式を、（略）投資信託財産をもって取得することを受託会
社に指図しないものとします。
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３【投資リスク】
＜追加＞
（３）代表的な資産クラスとの騰落率の比較等
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４【手数料等及び税金】
（３）【信託報酬等】
＜更新後＞

（略）

①ファンドの計算期間を通じて毎日、信託財産の純資産総額に年0.54％
※
以内（税抜 年0.5％以

内）の率（平成27年４月16日現在：年0.54％
※
（税抜 年0.5％））を乗じて得た額

（略）
 

（４）【その他の手数料等】
＜更新後＞

（略）
◇費用または費用を対価とする役務の内容について

費用名 直接・間接
※ 説明

申込手数料 直接
商品および投資環境の説明・情報提供、購入に関する
事務手続等の対価

換金（解約）手数料 直接 商品の換金（交換）に関する事務手続等の対価

信託財産留保額 直接
信託期間の途中で換金する場合に、換金に必要な費
用を賄うため換金代金から控除され、信託財産中に
留保される額

信託報酬 間接

（委託会社（再委託先への報酬を含む場合がありま
す。））
ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基
準価額の算出、目論見書等の作成等の対価

（販売会社）
分配金・償還金・換金代金支払等の事務手続き、交
付運用報告書等の送付、購入後の説明・情報提供等
の対価

（受託会社）
投資信託財産の保管・管理、運用指図の実行等の対
価

監査報酬 間接
ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるた
めの費用

売買委託手数料 間接 有価証券等を売買する際に発生する費用

保管費用
（カストディフィー）

間接 外国での資産の保管等に要する費用

受益権の上場に係る費用 間接 受益権を金融商品取引所に上場するための費用

対象指数についての商標
の使用料

間接 対象指数の商標を使用するための費用

上記は一般的な用語について説明したものです。
※受益者が直接的に負担する費用か、間接的に負担する費用かの区別です。

 
（５）【課税上の取扱い】

＜更新後＞
（略）

※上記は平成27年１月末現在のものですので、税法が改正された場合等には、上記の内容が変更に
なることがあります。
（略）
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５【運用状況】

＜更新後＞

（１）【投資状況】
   平成27年1月30日現在
   （単位：円）

 資産の種類 国／地域名 時価合計 投資比率(％)

株式 日本 1,891,237,930 99.57

 
コール・ローン、その他資産

（負債控除後）
― 8,098,035 0.43

 純資産総額  1,899,335,965 100.00

（注）投資比率とは、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいいます。
 

（２）【投資資産】

①【投資有価証券の主要銘柄】
ａ評価額上位３０銘柄

      平成27年1月30日現在

国／
地域

    上段：帳簿価額 利率（％） 投資
銘　柄 種類 業種 株式数 下段：評 価 額 償還期限 比率

    単価（円） 金額（円） (年/月/日) (％)

日本 東京海上ホールディングス 株式 保険業 57,000
3,806.00
4,140.00

216,942,000
235,980,000

―
― 12.42

日本
三菱ＵＦＪフィナンシャル・
グループ 株式 銀行業 305,400

614.70
632.30

187,729,380
193,104,420

―
― 10.17

日本 三菱電機 株式 電気機器 132,000
1,375.00
1,376.50

181,500,000
181,698,000

―
― 9.57

日本 三菱重工業 株式 機械 277,000
643.30
655.10

178,194,100
181,462,700

―
― 9.55

日本 三菱地所 株式 不動産業 76,000
2,399.50
2,383.50

182,362,000
181,146,000

―
― 9.54

日本 三菱商事 株式 卸売業 84,300
2,030.50
2,068.00

171,171,150
174,332,400

―
― 9.18

日本 キリンホールディングス 株式 食料品 92,200
1,457.00
1,590.00

134,335,400
146,598,000

―
― 7.72

日本 ＪＸホールディングス 株式
石油・
石炭製品 238,400

425.60
435.80

101,463,040
103,894,720

―
― 5.47

日本 三菱ケミカルホールディングス 株式 化学 143,900
568.70
614.10

81,835,930
88,368,990

―
― 4.65

日本 三菱自動車工業 株式 輸送用機器 72,400
1,035.00
1,004.00

74,934,000
72,689,600

―
― 3.83

日本 旭硝子 株式
ガラス・
土石製品 113,000

591.00
630.00

66,783,000
71,190,000

―
― 3.75

日本 ニコン 株式 精密機器 38,300
1,458.00
1,504.00

55,841,400
57,603,200

―
― 3.03

日本 日本郵船 株式 海運業 162,000
345.00
352.00

55,890,000
57,024,000

―
― 3.00

日本 三菱マテリアル 株式 非鉄金属 126,000
364.00
374.00

45,864,000
47,124,000

―
― 2.48

日本 三菱倉庫 株式
倉庫・

運輸関連業 16,000
1,656.00
1,767.00

26,496,000
28,272,000

―
― 1.49

日本 三菱ＵＦＪリース 株式 その他金融業 51,400
520.00
514.00

26,728,000
26,419,600

―
― 1.39

日本 三菱瓦斯化学 株式 化学 43,000
555.00
536.00

23,865,000
23,048,000

―
― 1.21

日本 三菱食品 株式 卸売業 2,100
2,544.00
2,631.00

5,342,400
5,525,100

―
― 0.29

日本 三菱総合研究所 株式
情報・
通信業 1,200

2,860.00
2,841.00

3,432,000
3,409,200

―
― 0.18

日本 三菱製鋼 株式 鉄鋼 14,000
234.00
240.00

3,276,000
3,360,000

―
― 0.18

日本 三菱製紙 株式 パルプ・紙 31,000
87.00
87.00

2,697,000
2,697,000

―
― 0.14

日本 三菱化工機 株式 機械 6,000
463.00
447.00

2,778,000
2,682,000

―
― 0.14

日本 大日本塗料 株式 化学 14,000
150.00
153.00

2,100,000
2,142,000

―
― 0.11

日本 ピーエス三菱 株式 建設業 3,000
466.00
489.00

1,398,000
1,467,000

―
― 0.08

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の評価金額の比率です。
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ｂ全銘柄の種類／業種別投資比率
  平成27年1月30日現在

種類／業種別 投資比率(％)

株式 建設業 0.08

 食料品 7.72

 パルプ・紙 0.14

 化学 5.98

 石油・石炭製品 5.47

 ガラス・土石製品 3.75

 鉄鋼 0.18

 非鉄金属 2.48

 機械 9.70

 電気機器 9.57

 輸送用機器 3.83

 精密機器 3.03

 海運業 3.00

 倉庫・運輸関連業 1.49

 情報・通信業 0.18

 卸売業 9.47

 銀行業 10.17

 保険業 12.42

 その他金融業 1.39

 不動産業 9.54

合　計  99.57

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該種類または業種の評価金額の比率です。

 

②【投資不動産物件】
該当事項はありません。

 

③【その他投資資産の主要なもの】
該当事項はありません。

 

（３）【運用実績】

①【純資産の推移】

下記計算期間末日および平成27年1月末日、同日前１年以内における各月末の純資産の推移

は次の通りです。
    （単位：円）

 純資産総額
基準価額

(１口当たりの純資産価額)

東京証券取引所

取引価格

第1計算期間末日
（平成22年 1月16日）

3,286,536,445
3,275,742,205

（分配付）
（分配落）

109.61
109.25

（分配付）
（分配落）

108

第2計算期間末日
（平成22年 7月16日）

49,900,246,885
49,614,432,607

（分配付）
（分配落）

94.28
93.74

（分配付）
（分配落）

93

第3計算期間末日
（平成23年 1月16日）

106,887,644,019
106,143,460,205

（分配付）
（分配落）

110.60
109.83

（分配付）
（分配落）

109

第4計算期間末日
（平成23年 7月16日）

26,416,426,173
25,892,261,188

（分配付）
（分配落）

104.83
102.75

（分配付）
（分配落）

102

第5計算期間末日
（平成24年 1月16日）

3,561,657,717
3,525,465,300

（分配付）
（分配落）

81.68
80.85

（分配付）
（分配落）

81

第6計算期間末日
（平成24年 7月16日）

3,584,361,892
3,550,349,741

（分配付）
（分配落）

82.20
81.42

（分配付）
（分配落）

81

第7計算期間末日
（平成25年 1月16日）

4,566,844,358
4,534,576,420

（分配付）
（分配落）

104.73
103.99

（分配付）
（分配落）

103

第8計算期間末日
（平成25年 7月16日）

3,207,030,334
3,172,740,847

（分配付）
（分配落）

134.68
133.24

（分配付）
（分配落）

122

第9計算期間末日
（平成26年 1月16日）

3,262,389,094
3,245,720,594

（分配付）
（分配落）

137.01
136.31

（分配付）
（分配落）

130

第10計算期間末日
（平成26年 7月16日）

2,349,306,795
2,322,996,437

（分配付）
（分配落）

131.26
129.79

（分配付）
（分配落）

129

第11計算期間末日
（平成27年 1月16日）

1,854,631,104
1,841,510,881

（分配付）
（分配落）

131.46
130.53

（分配付）
（分配落）

134

平成26年 1月末日 3,007,049,590  126.28 127

2月末日 2,962,515,761  124.41 124
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3月末日 2,921,693,069  122.70 119

4月末日 2,371,661,672  119.28 119

5月末日 2,474,478,450  124.45 122

6月末日 2,592,075,165  130.37 127

7月末日 2,132,800,901  132.53 129

8月末日 1,813,501,897  128.55 124

9月末日 1,924,712,654  136.43 129

10月末日 1,905,263,692  135.05 126

11月末日 1,986,119,049  140.78 137

12月末日 1,961,508,641  139.04 138

平成27年 1月末日 1,899,335,965  134.63 135

 

②【分配の推移】
 １口当たりの分配金

第1計算期間 0円36銭

第2計算期間 0円54銭

第3計算期間 0円77銭

第4計算期間 2円08銭

第5計算期間 0円83銭

第6計算期間 0円78銭

第7計算期間 0円74銭

第8計算期間 1円44銭

第9計算期間 0円70銭

第10計算期間 1円47銭

第11計算期間 0円93銭
 

③【収益率の推移】
 収益率（％）

第1計算期間 13.00

第2計算期間 △13.70

第3計算期間 17.98

第4計算期間 △4.55

第5計算期間 △20.50

第6計算期間 1.66

第7計算期間 28.62

第8計算期間 29.51

第9計算期間 2.82

第10計算期間 △3.70

第11計算期間 1.28

（注）「収益率」とは、計算期間末の基準価額（分配付の額）から当該計算期間の直前の計算期間末
の基準価額（分配落ちの額。以下「前期末基準価額」）を控除した額を前期末基準価額で除して
得た数に100を乗じて得た数。
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（４）【設定及び解約の実績】
 設定口数 解約口数 発行済口数

第1計算期間 29,984,000 ― 29,984,000

第2計算期間 499,301,700 ― 529,285,700

第3計算期間 536,801,700 99,614,914 966,472,486

第4計算期間 ― 714,470,089 252,002,397

第5計算期間 ― 208,397,075 43,605,322

第6計算期間 ― ― 43,605,322

第7計算期間 ― ― 43,605,322

第8計算期間 ― 19,793,178 23,812,144

第9計算期間 ― ― 23,812,144

第10計算期間 ― 5,913,941 17,898,203

第11計算期間 ― 3,790,436 14,107,767

（注）解約口数は、交換口数を表示しております。
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［参考情報］
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第２【管理及び運営】
１【申込（販売）手続等】
＜更新後＞
（略）

申込方法 （略）
※当該申込ユニットに、その配当落ちまたは権利落ち後、当該配当を受けまたは当該権利を

取得することができる者が確定する日またはその前営業日に取得の申込みに応じて受益証

券の受渡しが行われることとなる有価証券（本項において「配当落ち銘柄等」といいま

す。）が含まれる場合は、当該配当落ち銘柄等の株式の個別銘柄時価総額に相当する金額

については、金銭をもって取得申込みを行うことができます。この場合において、委託会

社は、当該配当落ち銘柄等の株式を信託財産において取得するために必要な経費に相当す

る金額として委託会社が定める金額（当該株式の時価総額の0.15％、なお、料率は今後変

更になる可能性があります。）を徴することができるものとします。

取得申込者の受益権は、振替機関等の振替口座簿に記載または記録されます。

（略）
 
２【換金（解約）手続等】
＜更新後＞
（略）

交換の方法 （略）
※受益者が取得できる個別銘柄の有価証券に、その配当落ちまたは権利落ち後、当該配当

を受けまたは当該権利を取得することができる者が確定する日に交換の申込みに応じて

受益証券の受渡しが行われることとなる有価証券（本項において「配当落ち銘柄等」と

いいます。）が含まれる場合は、委託会社は、交換に係る有価証券のうち当該配当落ち

銘柄等の株式に相当する部分について、当該株式の個別銘柄時価総額に相当する金銭の

交付をもって交換するよう指図することができます。

（略）

交付有価証券 原則として交換請求受付日から起算して４営業日目から、受益者への交換有価証券
の交付に際しては振替機関等の口座に交換請求を行った受益者に係る有価証券の増
加の記載または記録が行われ、金銭の交付については販売会社の営業所等において
行われます。

（略）
 
３【資産管理等の概要】
（５）【その他】
＜更新後＞
（略）

ファンドの
償還等に
関する
開示方法

委託会社は、ファンドの任意償還、信託約款の変更または併合（変更にあっては、
その変更の内容が重大なものに該当する場合に限り、併合にあっては、その併合が
受益者の利益に及ぼす影響が軽微なものに該当する場合を除きます。以下、「重大
な約款変更等」といいます。）をしようとする場合には、書面による決議（「書面
決議」といいます。）を行います。（略）書面決議は、議決権を行使することがで
きる受益者の議決権の３分の２以上をもって行います。（略）

（略）

反対者の
買取請求権

委託会社がファンドの任意償還、重大な約款変更等を行う場合、書面決議において
反対した受益者は、受託会社に対し、自己に帰属する受益権を、信託財産をもって
買い取るべき旨を請求することができます。

（略）

運用報告書 投資信託及び投資法人に関する法律により、当ファンドの交付運用報告書および運
用報告書（全体版）の作成・交付は行いません。運用内容については、販売会社に
てご確認いただけます。
なお、下記においてもご照会いただけます。
　三菱ＵＦＪ投信株式会社
　お客様専用フリーダイヤル　0120-151034
　（受付時間：毎営業日の9:00～17:00）
　ホームページアドレス　http://www.am.mufg.jp/
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（略）

公告 委託会社が受益者に対してする公告は、電子公告の方法により行い、次のアドレス
に掲載します。
　http://www.am.mufg.jp/
なお、電子公告による公告をすることができない事故その他やむを得ない事由が生
じた場合の公告は、日本経済新聞に掲載します。

 
４【受益者の権利等】
（略）
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第３【ファンドの経理状況】

＜更新後＞

１　当ファンドの財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年

大蔵省令第59号）ならびに同規則第２条の２の規定により、「投資信託財産の計算に関する規

則」（平成12年総理府令第133号）に基づいて作成しております。

　なお、財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

２　当ファンドの計算期間は６ヵ月であるため、財務諸表は６ヵ月毎に作成しております。

３　当ファンドは、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、第 11 期計算期間（平

成26年7月17日から平成27年1月16日まで）の財務諸表について、あらた監査法人により監査を

受けております。
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１【財務諸表】

【ＭＡＸＩＳ Ｓ＆Ｐ三菱系企業群上場投信】

（１）【貸借対照表】

  

第 10 期

［ 平成26年7月16日現在 ］

第 11 期

［ 平成27年1月16日現在 ］

金　額（円） 金　額（円）

資産の部    

流動資産    

コール・ローン  38,358,572 25,108,152

株式  2,315,569,100 1,832,957,800

未収配当金  3,855,900 2,768,800

未収利息  55 41

流動資産合計  2,357,783,627 1,860,834,793

資産合計  2,357,783,627 1,860,834,793

負債の部    

流動負債    

未払収益分配金  26,310,358 13,120,223

未払受託者報酬  721,027 525,190

未払委託者報酬  6,489,180 4,726,635

その他未払費用  1,266,625 951,864

流動負債合計  34,787,190 19,323,912

負債合計  34,787,190 19,323,912

純資産の部    

元本等    

元本 ※1 1,736,125,691 1,368,453,399

剰余金    

期末剰余金又は期末欠損金（△）  586,870,746 473,057,482

（分配準備積立金）  (76,816) (31,224)

元本等合計  2,322,996,437 1,841,510,881

純資産合計  2,322,996,437 1,841,510,881

負債純資産合計  2,357,783,627 1,860,834,793

 

（２）【損益及び剰余金計算書】

  

第 10 期

自 平成26年 1月17日

至 平成26年 7月16日

第 11 期

自 平成26年 7月17日

至 平成27年 1月16日

金　額（円） 金　額（円）

営業収益    

受取配当金  34,875,205 19,313,840

受取利息  7,581 4,210

有価証券売買等損益  △185,963,064 13,147,666

その他収益  1,696 1,284

営業収益合計  △151,078,582 32,467,000

営業費用    

受託者報酬  721,027 525,190

委託者報酬  6,489,180 4,726,635

その他費用 ※1 1,305,710 992,878

営業費用合計  8,515,917 6,244,703

営業利益  △159,594,499 26,222,297

経常利益  △159,594,499 26,222,297

当期純利益  △159,594,499 26,222,297

一部交換に伴う当期純利益金額の分配額  ― ―

期首剰余金又は期首欠損金（△）  935,942,626 586,870,746

剰余金減少額又は欠損金増加額  163,167,023 126,915,338

当期一部交換に伴う剰余金減少額又は欠損

金増加額
 

163,167,023 126,915,338

分配金 ※2 26,310,358 13,120,223

期末剰余金又は期末欠損金（△）  586,870,746 473,057,482
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（３）【注記表】

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１ 有価証券の評価基準及び評価方法 株式は移動平均法に基づき、時価で評価しております。時価評価にあたっては、原則と

して金融商品取引所等における終値で評価しております。

 

（貸借対照表に関する注記）

 
 

第 10 期

［ 平成26年7月16日現在 ］

第 11 期

［ 平成27年1月16日現在 ］

    
※１期首元本額 2,309,777,968円 1,736,125,691円

 期中追加設定元本額 ― ―

 期中一部交換元本額

 

573,652,277円 367,672,292円

２ 受益権の総数

 

17,898,203口 14,107,767口

３ １口当たり純資産額 129.79円 130.53円

 （100口当たり純資産額） （12,979円） （13,053円）
    
 

（損益及び剰余金計算書に関する注記）

第 10 期（自 平成26年1月17日　至 平成26年7月16日）

※１ その他費用

上場費用および商標使用料等を含んでおります。

 

 

※２ 分配金の計算過程  
 

 当期配当等収益額 A 34,884,482円

 分配準備積立金額 B 18,609円

 配当等収益合計額 C=A+B 34,903,091円

 経費 D 8,515,917円

 当ファンドの分配対象収益額 E=C-D 26,387,174円

 収益分配金金額 F 26,310,358円

 次期繰越金（分配準備積立金） G=E-F 76,816円

 当ファンドの期末残存口数 H 17,898,203口

 100口当たり分配金額 I=F/H*100 147円

 

第 11 期（自 平成26年7月17日　至 平成27年1月16日）

※１ その他費用

上場費用および商標使用料等を含んでおります。

  

※２ 分配金の計算過程  
 

 当期配当等収益額 A 19,319,334円

 分配準備積立金額 B 76,816円

 配当等収益合計額 C=A+B 19,396,150円

 経費 D 6,244,703円

 当ファンドの分配対象収益額 E=C-D 13,151,447円

 収益分配金金額 F 13,120,223円

 次期繰越金（分配準備積立金） G=E-F 31,224円

 当ファンドの期末残存口数 H 14,107,767口

 100口当たり分配金額 I=F/H*100 93円

 

（金融商品に関する注記）

１　金融商品の状況に関する事項

 
区　分

第 10 期

（ 自 平成26年 1月17日

至 平成26年 7月16日 ）

第 11 期

（ 自 平成26年 7月17日

至 平成27年 1月16日 ）

１ 金融商品に対する取組

方針

当ファンドは、「投資信託及び投資法人に関する

法律」（昭和26年法律第198号）第２条第４項に定

める証券投資信託であり、有価証券等の金融商品へ

の投資を信託約款に定める「運用の基本方針」に基

づき行っております。

同　左

２ 金融商品の内容及び当

該金融商品に係るリス

ク

当ファンドは、株式に投資しております。当該投

資対象は、価格変動リスク等の市場リスク、信用リ

スクおよび流動性リスクに晒されております。

同　左

３ 金融商品に係るリスク

管理体制

ファンドのコンセプトに応じて、適切にコント

ロールするため、委託会社では、運用部門におい

て、ファンドに含まれる各種投資リスクを常時把握

しつつ、ファンドのコンセプトに沿ったリスクの範

囲で運用を行っております。

また、運用部門から独立した管理担当部署により

リスク運営状況のモニタリング等のリスク管理を

行っており、この結果は運用管理委員会等を通じて

運用部門にフィードバックされます。

同　左
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２　金融商品の時価等に関する事項

 
区　分

第 10 期

［ 平成26年7月16日現在 ］

第 11 期

［ 平成27年1月16日現在 ］

１ 貸借対照表計上額、時

価及びその差額

時価で計上しているためその差額はありません。 同　左

２ 時価の算定方法 売買目的有価証券は、（重要な会計方針に係る事

項に関する注記）に記載しております。

同　左

  デリバティブ取引は、該当事項はありません。 同　左

  上記以外の金融商品（コールローン等）は、短期

間で決済され、時価は帳簿価額と近似していること

から、当該金融商品の帳簿価額を時価としておりま

す。

同　左

３ 金融商品の時価等に関

する事項についての補

足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほ

か、市場価格がない場合には合理的に算定された価

額が含まれております。当該価額の算定においては

一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提

条件等によった場合、当該価額が異なることもあり

ます。

同　左

 

（有価証券関係に関する注記）

売買目的有価証券

 第 10 期

［ 平成26年7月16日現在 ］

第 11 期

［ 平成27年1月16日現在 ］

種　類 当計算期間の損益に含まれた評価差額(円) 当計算期間の損益に含まれた評価差額(円)

株式 △108,268,353 3,294,772

合計 △108,268,353 3,294,772

 

（デリバティブ取引等関係に関する注記）

取引の時価等に関する事項

該当事項はありません。

 

（関連当事者との取引に関する注記）

該当事項はありません。

 

（４）【附属明細表】

 

第１　有価証券明細表

 

（１）株式

（単位：円）

 銘　　柄
株式数

評　価　額
備　考

コード 銘　柄　名 単　価 金　額

1871 ピーエス三菱 3,000 466.00 1,398,000  

2503 キリンホールディングス 92,200 1,457.00 134,335,400  

3864 三菱製紙 31,000 87.00 2,697,000  

4182 三菱瓦斯化学 43,000 555.00 23,865,000  

4188 三菱ケミカルホールディングス 143,900 568.70 81,835,930  

4611 大日本塗料 14,000 150.00 2,100,000  

5020 ＪＸホールディングス 238,400 425.60 101,463,040  

5201 旭硝子 113,000 591.00 66,783,000  

5632 三菱製鋼 14,000 234.00 3,276,000  

5711 三菱マテリアル 126,000 364.00 45,864,000  

6331 三菱化工機 6,000 463.00 2,778,000  

7011 三菱重工業 277,000 643.30 178,194,100  

6503 三菱電機 132,000 1,375.00 181,500,000  

7211 三菱自動車工業 72,400 1,035.00 74,934,000  

7731 ニコン 38,300 1,458.00 55,841,400  

9101 日本郵船 162,000 345.00 55,890,000  

9301 三菱倉庫 16,000 1,656.00 26,496,000  

3636 三菱総合研究所 1,200 2,860.00 3,432,000  

7451 三菱食品 2,100 2,544.00 5,342,400  

8058 三菱商事 84,300 2,030.50 171,171,150  

8306 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 305,400 614.70 187,729,380  

8766 東京海上ホールディングス 57,000 3,806.00 216,942,000  

8593 三菱ＵＦＪリース 51,400 520.00 26,728,000  

8802 三菱地所 76,000 2,399.50 182,362,000  

 合   計 2,099,600 ― 1,832,957,800  

 

（２）株式以外の有価証券

該当事項はありません。

第２　信用取引契約残高明細表
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該当事項はありません。

 

第３　デリバティブ取引及び為替予約取引の契約額等及び時価の状況表

該当事項はありません。
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２【ファンドの現況】

＜更新後＞
【純資産額計算書】

平成27年1月30日現在

（単位：円）

Ⅰ 資 産 総 額 1,912,911,670  

Ⅱ 負 債 総 額 13,575,705  

Ⅲ 純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 1,899,335,965  

Ⅳ 発 行 済 口 数 14,107,767 口

Ⅴ １口当たり純資産価額（Ⅲ／Ⅳ）
134.63

（ 100口当たり 13,463
 

）
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第三部【委託会社等の情報】
第１【委託会社等の概況】

１【委託会社等の概況】

（１）資本金の額等

＜更新後＞

平成27年１月末現在、資本金は2,000百万円です。なお、発行可能株式総数は400,000株であり、

124,098株を発行済です。最近５年間における資本金の額の増減はありません。

 

２【事業の内容及び営業の概況】

＜更新後＞

「投資信託及び投資法人に関する法律」に定める投資信託委託会社である委託会社は、証券投資信

託の設定を行うとともに「金融商品取引法」に定める金融商品取引業者としてその運用（投資運用

業）等を行っています。また「金融商品取引法」に定める投資助言業務を行っています。

平成27年１月30日現在における委託会社の運用する証券投資信託は以下の通りです。（親投資信託

を除きます。）

 

商品分類
本　数 純資産総額
（本） （百万円）

追加型株式投資信託 519 7,185,993

追加型公社債投資信託 18 879,052

単位型株式投資信託 25 433,106

単位型公社債投資信託 5 188,105

合　計 567 8,686,257

 

なお、純資産総額の金額については、百万円未満の端数を四捨五入して記載しておりますので、表

中の個々の数字の合計と合計欄の数字とは一致しないことがあります。
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３【委託会社等の経理状況】
＜更新後＞
（１） 財務諸表及び中間財務諸表の作成方法について

委託会社である三菱ＵＦＪ投信株式会社（以下「当社」という。）の財務諸表は、「財務諸表等の用
語、様式及び作成方法に関する規則（昭和38年大蔵省令第59号）」（以下「財務諸表等規則」とい
う。）第2条の規定により、財務諸表等規則及び「金融商品取引業等に関する内閣府令（平成19年内閣府
令第52号）」に基づき作成しております。
また、当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則（昭和52年

大蔵省令第38号）」（以下「中間財務諸表等規則」という。）第38条及び第57条の規定により、中間財
務諸表等規則及び「金融商品取引業等に関する内閣府令」に基づき作成しております。
なお、財務諸表及び中間財務諸表に掲載している金額については、千円未満の端数を切り捨てて表示

しております。
 
（２） 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第29期事業年度（自 平成25年4月1日 至

平成26年3月31日）の財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる監査を受けております。
また、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第30期事業年度に係る中間会計期間（自 平

成26年4月1日 至 平成26年9月30日）の中間財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより中間監

査を受けております。
 

（第29期事業年度の財務諸表は省略）
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＜追加＞
中間財務諸表
(1)中間貸借対照表
 (単位：千円)

 
第30期中間会計期間

(平成26年9月30日現在)

(資産の部)    

流動資産    

　現金及び預金   31,370,051

　有価証券   3,000,000

　前払費用   258,701

　未収入金   15,796

　未収委託者報酬   7,923,271

　未収収益   225,606

　繰延税金資産   392,212

　金銭の信託   30,000

　その他   54,398

流動資産合計   43,270,038

    

固定資産    

　有形固定資産    

　　建物  ※1 250,210

　　器具備品  ※1 186,996

　　土地   1,205,031

　　有形固定資産合計   1,642,238

無形固定資産    

　　電話加入権   15,822

　　ソフトウェア   1,092,868

　　ソフトウェア仮勘定   169,950

　　無形固定資産合計   1,278,641

投資その他の資産    

　　投資有価証券   21,524,909

　　関係会社株式   320,136

　　長期差入保証金   807,645

　　その他   15,035

　　投資その他の資産合計   22,667,726

固定資産合計   25,588,606

資産合計   68,858,645
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 (単位：千円)

 第30期中間会計期間

(平成26年9月30日現在)

(負債の部)    

流動負債    

　預り金   70,972

　未払金    

　　未払収益分配金   87,713

　　未払償還金   902,004

　　未払手数料   3,402,471

　　その他未払金   157,192

　未払費用   3,862,968

　未払消費税等  ※2 491,404

　未払法人税等   2,031,120

　賞与引当金   569,627

　その他   431,272

流動負債合計   12,006,746

    

固定負債    

　退職給付引当金   164,100

　役員退職慰労引当金   42,648

　時効後支払損引当金   180,936

　繰延税金負債   573,410

固定負債合計   961,095

負債合計   12,967,842

    

(純資産の部)    

株主資本    

　資本金   2,000,131

　資本剰余金    

　　資本準備金   222,096

　　資本剰余金合計   222,096

　利益剰余金    

　　利益準備金   342,589

　　その他利益剰余金    

　　　別途積立金   6,998,000

　　　繰越利益剰余金   44,080,146

　　利益剰余金合計   51,420,736

　株主資本合計   53,642,963
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 (単位：千円)

 第30期中間会計期間

(平成26年9月30日現在)

評価・換算差額等    

　その他有価証券

　評価差額金

  2,247,838

　評価・換算差額等合計   2,247,838

純資産合計   55,890,802

負債純資産合計   68,858,645
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(2)中間損益計算書
 (単位：千円)

 

第30期中間会計期間

（自 平成26年4月1日

    至 平成26年9月30日）

営業収益    

　委託者報酬   27,998,542

　投資顧問料   344,009

　その他営業収益   35,954

営業収益合計   28,378,506

営業費用    

　支払手数料   11,811,245

　広告宣伝費   252,822

　公告費   159

　調査費    

　　調査費   508,246

　　委託調査費   5,680,687

　事務委託費   180,803

　営業雑経費    

　　通信費   47,982

　　印刷費   249,444

　　協会費   18,745

　　諸会費   3,937

　　事務機器関連費   557,009

　　その他営業雑経費   13,783

営業費用合計   19,324,870

一般管理費    

　給料    

　　役員報酬   106,776

　　給料・手当   1,651,106

　　賞与引当金繰入   569,627

　福利厚生費   307,409

　交際費   11,742

　旅費交通費   73,065

　租税公課   69,920

　不動産賃借料   340,014

　退職給付費用   65,265

　役員退職慰労引当金繰入   15,609

　固定資産減価償却費  ※1 247,581

　諸経費   150,294

一般管理費合計   3,608,412

営業利益   5,445,223
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 (単位：千円)

 

第30期中間会計期間

（自 平成26年4月1日

    至 平成26年9月30日）

営業外収益    

　受取配当金   175,572

　有価証券利息   443

　受取利息   7,838

　投資有価証券償還益   8,854

収益分配金等時効完成分   39,308

時効後支払損引当金戻入益   35,205

　その他   3,581

営業外収益合計   270,804

営業外費用    

　事務過誤費   11,794

その他   917

営業外費用合計   12,712

経常利益   5,703,315

特別利益    

　投資有価証券売却益   114,871

特別利益合計   114,871

特別損失    

　投資有価証券売却損   11,429

特別損失合計   11,429

税引前中間純利益   5,806,758

法人税、住民税及び事業税   2,036,037

法人税等調整額   18,471

法人税等合計   2,054,508

中間純利益   3,752,249
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(3)中間株主資本等変動計算書
　　　第30期中間会計期間（自　平成26年4月1日　　至　平成26年9月30日　）

(単位：千円)

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計資本

準備金

資本

剰余金

合計

利益

準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計
別途

積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 2,000,131 222,096 222,096 342,589 6,998,000 43,710,993 51,051,583 53,273,811

会計方針の変更に

よる累積的影響額

     △7,631 △7,631 △7,631

会計方針の変更を

反映した当期首残高

2,000,131 222,096 222,096 342,589 6,998,000 43,703,362 51,043,952 53,266,179

当中間期変動額         

剰余金の配当      △3,375,465 △3,375,465 △3,375,465

中間純利益      3,752,249 3,752,249 3,752,249

株主資本以外の

項目の当中間期

変動額 (純額)

        

当中間期変動額合計 ― ― ― ― ― 376,783 376,783 376,783

当中間期末残高 2,000,131 222,096 222,096 342,589 6,998,000 44,080,146 51,420,736 53,642,963

 

 評価・換算差額等

純資産合計
その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 1,669,167 1,669,167 54,942,978

会計方針の変更に

よる累積的影響額

  △7,631

会計方針の変更を

反映した当期首残高

1,669,167 1,669,167 54,935,347

当中間期変動額    

剰余金の配当   △3,375,465

中間純利益   3,752,249

株主資本以外の

項目の当中間期

変動額 (純額)

578,670 578,670 578,670

当中間期変動額合計 578,670 578,670 955,454

当中間期末残高 2,247,838 2,247,838 55,890,802
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[重要な会計方針]
1.有価証券の評価基準及び評価方法
(1)子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法を採用しております。
(2)その他有価証券

時価のあるもの
中間決算日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移

動平均法により算定)を採用しております。
時価のないもの

移動平均法による原価法を採用しております。
2.固定資産の減価償却の方法
(1)有形固定資産

定率法を採用しております。
なお、主な耐用年数は、建物38年であります。

(2)無形固定資産
定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(5年)に基づく定額法を採用し
ております。

3.引当金の計上基準
(1)賞与引当金

従業員賞与の支給に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。
(2)退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、
当中間会計期間末において発生していると認められる額を計上しております。

①退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法につい
ては、給付算定式基準によっております。

②数理計算上の差異の費用処理方法
数理計算上の差異は、その発生年度の翌事業年度より一括費用処理することとしております。

(3)役員退職慰労引当金
役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく中間期末要支給額を計上しております。

(4)時効後支払損引当金
時効成立のため利益計上した収益分配金及び償還金について、受益者からの今後の支払請求に備えるた

め、過去の支払実績に基づく将来の支払見込額を計上しております。
4.外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、中間決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理して
おります。

5.その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項
(1)消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっており、控除対象外消費税及び地方消費税は、当事
業年度の費用として処理しております。
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[会計方針の変更]
（退職給付に関する会計基準等の適用）
　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年5月17日。以下「退職給付会計基準」とい
う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年5月17日。以
下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲
げた定めについて当中間会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見
込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を退職給付
の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更してお
ります。
　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当中
間会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を繰越利益剰余金に
加減しております。
　この結果、当中間会計期間の期首の繰延税金資産は4,225千円増加し、退職給付引当金は11,857千円増加
し、繰越利益剰余金は7,631千円減少しております。また、当中間会計期間の営業利益、経常利益及び税引前
中間純利益はそれぞれ1,853千円増加しております。
　なお、当中間会計期間の1株当たり純資産額は51.88円減少し、1株当たり中間純利益金額は、9.61円増加し
ております。
 
[注記事項]
（中間貸借対照表関係）
※1　有形固定資産の減価償却累計額

 
第30期中間会計期間

（平成26年9月30日現在）

建物 269,353千円

器具備品 401,909千円

 
※2　消費税等の取扱い　　

仮払消費税等及び仮受消費税等は、相殺のうえ、「未払消費税等」として表示しております。
 

（中間損益計算書関係）
※1　減価償却実施額

 

第30期中間会計期間

（自 平成26年4月1日

　　 至 平成26年9月30日）

有形固定資産 38,738千円

無形固定資産 208,843千円

 
（中間株主資本等変動計算書関係）
第30期中間会計期間（自 平成26年4月1日 至 平成26年9月30日）

1. 発行済株式の種類及び総数に関する事項

 当事業年度期首

株式数　(株)

当中間会計期間

増加株式数　(株)

当中間会計期間

減少株式数　(株)

当中間会計期間末

株式数　(株)

発行済株式     

　普通株式 124,098 － － 124,098

合計 124,098 － － 124,098

 
2. 配当に関する事項

平成26年6月27日開催の定時株主総会において、次のとおり決議しております。
① 配当金の総額 3,375,465千円

② 配当の原資 利益剰余金

③ １株当たり配当額 27,200円

④ 基準日 平成26年3月31日

⑤ 効力発生日 平成26年6月30日

 
（金融商品関係）
第30期中間会計期間(平成26年9月30日現在)
　　金融商品の時価等に関する事項
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平成26年9月30日における中間貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりで
あります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含まれておりませ
ん（（注２）参照）。
  中間貸借対照表

計上額（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1) 現金及び預金 31,370,051 31,370,051 －

(2) 有価証券 3,000,000 3,000,000 －

(3) 未収委託者報酬 7,923,271 7,923,271 －

(4) 投資有価証券 21,486,009 21,486,009 －

資産計 63,779,332 63,779,332 －

(1) 未払手数料 3,402,471 3,402,471 －

(2) 未払法人税等 2,031,120 2,031,120 －

負債計 5,433,591 5,433,591 －

 
（注１）金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項
　資　産

(1)現金及び預金、(3)未収委託者報酬
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によって

おります。
(2)有価証券

譲渡性預金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に
よっており、投資信託は基準価額によっております。

(4)投資有価証券
上記の表中における投資有価証券はすべて投資信託であり、基準価額によっております。

　負　債
(1)未払手数料、(2)未払法人税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によって
おります。

 
（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

非上場株式（中間貸借対照表計上額38,900千円）は、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困
難と認められるため、「(4) 投資有価証券」には含めておりません。

また、子会社株式及び関連会社株式（中間貸借対照表計上額 関係会社株式320,136千円）は、市場価格

がなく、時価を把握することが極めて困難と認められるため、記載しておりません。
 
（注３）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額
が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採
用することにより、当該価額が変動することがあります。
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（有価証券関係）
第30期中間会計期間（平成26年9月30日現在）
1. 子会社株式及び関連会社株式

子会社株式及び関連会社株式（中間貸借対照表計上額　関係会社株式320,136千円）は、市場価格がな
く、時価を把握することが極めて困難と認められるため、記載しておりません。

 
2. その他有価証券

 種類
中間貸借対照表

計上額（千円）

取得原価

（千円）
差額（千円）

中間貸借対照表計

上額が取得原価を

超えるもの

株式 － － －

債券 － － －

その他 18,500,144 15,274,309 3,225,835

小　　計 18,500,144 15,274,309 3,225,835

中間貸借対照表計

上額が取得原価を

超えないもの

株式 － － －

債券 － － －

その他 2,985,864 3,020,230 △34,365

小　　計 2,985,864 3,020,230 △34,365

合　　計 21,486,009 18,294,539 3,191,469

（注）非上場株式（中間貸借対照表計上額38,900千円）は、市場価格がなく、時価を把握することが極めて

困難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

 
（デリバティブ取引関係）
重要な取引はありません。

 
（セグメント情報等）
[セグメント情報]
第30期中間会計期間（自 平成26年4月1日 至 平成26年9月30日）

　当社は、資産運用業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
 
[関連情報]
第30期中間会計期間（自 平成26年4月1日 至 平成26年9月30日）

1. 製品及びサービスごとの情報

　　　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への営業収益が中間損益計算書の営業収益の90％を超えるた
め、記載を省略しております。

 
2. 地域ごとの情報

（1）営業収益
　　　投資信託の受益者の情報を制度上把握していないため、記載を省略しております。
 
（2）有形固定資産
　　　本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。
 
3. 主要な顧客ごとの情報

投資信託の受益者の情報を制度上把握していないため、記載を省略しております。
 
[報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報]
　　該当事項はありません。
 
[報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報]
　　該当事項はありません。
 
[報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報]
　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）
　1株当たり純資産額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
第30期中間会計期間

（平成26年9月30日現在）

1株当たり純資産額 450,376.33円

(算定上の基礎)  

純資産の部の合計額（千円） 55,890,802

普通株式に係る中間期末の純資産額（千円） 55,890,802

1株当たり純資産額の算定に用いられた

中間期末の普通株式の数（株）
124,098

 
　1株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

第30期中間会計期間

（自 平成26年4月1日

　　 至 平成26年9月30日）

1株当たり中間純利益金額 30,236.17円

(算定上の基礎)  

中間純利益金額（千円） 3,752,249

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る中間純利益金額（千円） 3,752,249

普通株式の期中平均株式数（株） 124,098

(注)潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ
ん。
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第２【その他の関係法人の概況】

１【名称、資本金の額及び事業の内容】

（１）受託会社

＜更新後＞

（略）

②資本金の額：324,279百万円（平成26年９月末現在）

（略）

 

（２）販売会社

＜更新後＞

①名称
②資本金の額

（平成26年９月末現在）
③事業の内容

ゴールドマン・サックス証券株
式会社

83,616 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

クレディ・スイス証券株式会社 78,100 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

ＪＰモルガン証券株式会社 73,272 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

ＵＢＳ証券株式会社 46,450 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

ソシエテジェネラル証券会社東
京支店

31,703 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

シティグループ証券株式会社 192,900 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

大和証券株式会社 100,000 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

ドイツ証券株式会社 72,728 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

野村證券株式会社 10,000 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

ＢＮＰパリバ証券株式会社 102,025 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

エービーエヌ・アムロ・クリア
リング証券株式会社

4,500 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

マッコーリー・キャピタル・セ
キュリティーズ・ジャパン・リ
ミテッド

7,350 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

メリルリンチ日本証券株式会社 119,440 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

モルガン・スタンレーＭＵＦＧ
証券株式会社

62,100 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。
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三菱ＵＦＪモルガン・スタン
レー証券株式会社

40,500 百万円
金融商品取引法に定める第一種
金融商品取引業を営んでいま
す。

 

３【資本関係】

＜更新後＞

委託会社と関係法人の主な資本関係は次の通りです。（平成27年１月末現在）

（略）
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独　立　監　査　人　の　監　査　報　告　書

 

平成27年２月12日

 

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 投 信 株 式 会 社

取　締　役　会　御　中

 

あらた監査法人

 指　定　社　員
業務執行社員

 公認会計士　柴 　毅　印

 

 

 

 

 指　定　社　員
業務執行社員

 公認会計士　和田　渉　印

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状況」に

掲げられているＭＡＸＩＳ Ｓ＆Ｐ三菱系企業群上場投信の平成26年７月17日から平成27年１月16日までの計算期間の

財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益及び剰余金計算書、注記表並びに附属明細表について監査を行った。

財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営

者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明すること

にある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、

これに基づき監査を実施することを求めている。

　監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監

査法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。

財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の

実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検

討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も

含め全体としての財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、

ＭＡＸＩＳ Ｓ＆Ｐ三菱系企業群上場投信の平成27年１月16日現在の信託財産の状態及び同日をもって終了する計算期

間の損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係

三菱ＵＦＪ投信株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載す

べき利害関係はない。

以　 上

 

（注）上記は、委託会社が、独立監査人の監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は委

託会社が別途保管しております。なお、XBRLデータは監査の対象に含まれていません。

 

    次へ
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独立監査人の中間監査報告書
 

平成２６年１２月９日

 
三菱ＵＦＪ投信株式会社

取締役会　御中
 
 

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ
 
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 樋口 誠之　　　印

    

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山田 信之　　　印

 

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委託会

社等の経理状況」に掲げられている三菱ＵＦＪ投信株式会社の平成２６年４月１日から平成２７年３月

３１日までの第３０期事業年度の中間会計期間（平成２６年４月１日から平成２６年９月３０日ま

で）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書、

重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。

 

中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中

間財務諸表を作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示

のない中間財務諸表を作成し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び

運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対

する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査

の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中

間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの

合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、これに基づき中間監査を実施すること

を求めている。

中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比

べて監査手続の一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断によ

り、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中

心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制

の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状

況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連する

内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者

によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい

る。

 

中間監査意見

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の

作成基準に準拠して、三菱ＵＦＪ投信株式会社の平成２６年９月３０日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する中間会計期間（平成２６年４月１日から平成２６年９月３０日まで）の経営成績に関する有

用な情報を表示しているものと認める。
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利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上　

 
（注）上記は、委託会社が、独立監査人の中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その

原本は委託会社が別途保管しております。なお、XBRLデータは中間監査の対象に含まれていません。
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